
　毎月２回の街頭カンパ行動は、夕方6時に宮下公園に集合

することから始まる。最初は20名ほどの規模だったこの活動も、

回を追うごとに参加する仲間が増え、昨年末には90名を越える

までになった。最初は2万円を越さなかった募金額も、最高時に

は12万円近くを集めるようになった（P31会計報告参照）。

　仲間たちには、まず3つの班に分かれもらう。人数が多くなっ

てから、渋谷駅周辺の3箇所でカンパ行動を行っているためだ。

仲間それぞれに「行きたいところ」があり、たいていは3つの班

の代表のジャンケンで決める。どこでいくらの寄付を集めたとし

ても、風呂券2枚という一人一人の取り分は変わらないのだが、

やはり「反応のいいところ」に人気は集まる。寄付を受け取るこ

とは、それなりに私たちを気にかけてくれる人の存在を知る行

為でもあるのだから、寄付金がよく集まるところに仲間の人気が

高いのも当然かもしれない。

　均等に分かれたら、それぞれの班ごとに配布用のチラシとカ

ンパ箱を持って出発する。チラシは支援者が作成したものだが、

カンパ箱は仲間が発泡スチロールの箱を集めて字を書き入れ

た力作。ダンボールだと再利用が困難などの理由もあって、こ

のカンパ箱も回を経るごとに改良された結果でもあるのだ。

　3班に分かれたら、それぞれの場所で適当に散らばり、道行

く人々への呼びかけがはじまる。最初はどの班にも支援者がつ

いてスピーカーを使っていたが、支援者の数が間に合わないと

きには仲間だけでカンパ行動をやりきる。時間は1時間。1月・2

月の厳冬期には、寒風吹きすさぶ中を1時間も立ち尽くすと手

がかじかみ、体が冷えきって難儀したものだが、陽気が春めい

てからは、カンパ行動もようやく楽になってきた。

　1時間後、それぞれの班でカ

ンパ箱を集め、1箇所にまとめると、

集合場所である児童会館に戻る。

そこで3班の寄付金を集計し簡

単な寄合を持って、その後あら

かじめ用意しておいた風呂券を

みんなに2枚ずつ配る。現在、

東京の銭湯代は1人400円。10

枚つづりでまとめ買いしても380

円もする。ふつう、それだけの金

があれば、仲間はメシを食う。し

かし私たちは、現金を分けること

はしていない。それは、これがあ

くまでも風呂に入る機会を奪わ

れた仲間たちが自分自身で風

呂に入る機会を取り戻すための

行動と位置づけているからだ。

　2枚ずつ風呂券を分けた後、手元に残るお金は、そのまま貯

めていって3ヶ月ごとに清算する。用途は、寄合のときに仲間た

ちと話し合って決めている。昨年の10月から12月にかけてのカ

ンパ行動で貯まったお金は、越年時の炊き出し材料費として、

カンパに参加した仲間からほかの仲間たちへの寄付として活

用させてもらった。1月から3月にかけてのお金は、3月末の花見

大会の食材費に回してもらったほか、カンパをやっているみんな

で牛丼を食べて、ささやかな還元とした。そして、4月からは、毎

回のカンパから1万円を2週分の土曜日炊き出し費用として回し

てもらっている。

　のじれんの財政が危機的に逼迫している中で、こうした仲間

の協力によって渋谷の仲間全体の食材費が補助されていくの

は、本当にうれしいことだ。

　今後はカンパ行動後の寄合を充実させて、集まったお金

の活用方法につき、みんなでもっと納得のいく形で議論を

積み重ね、渋谷における何か新しい動きに結びつけていき

たい、と考えている。

みんなの力で風呂に入ろう！
街頭カンパ行動報告
湯浅誠

昨年9月、渋谷区は、これまで実施していた月2回の「敬老無料入浴デー」の利用者に、事前に登録証の作成を義務付けるこ

とを決めた。登録証作成には、住民票が必要となる。これにより、それまで2週に1度だけでも銭湯を利用できた高齢の野宿

者たちが、一斉に入浴の機会を奪われた。のじれんでは、そうした動きが告知された8月から、区役所に「野宿者にも入浴の

機会を」「銭湯がダメならせめて区役所シャワー室のより柔軟な利用を」と求めてきたが、いずれもむなしく退けられた。「そ

れなら自分たちで風呂代を稼ごうじゃないか」――こうして月2回の街頭カンパ行動が始まった。10月2日のことだった。
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募金活動日

2001.10.01

2001.10.15

2001.11.12

2001.11.26

2001.12.10

2001.12.24

2001.12.30

2001.12.30

2002.01.14

2002.01.28

2002.02.11

2002.02.25

2002.03.11

2002.03.25

2002.03.28

2002.04.08

2002.04.22

※4月以降、1回の募金から1万円を毎週土曜日の炊き出し費用として使っている。

参加人数

20人

25人

35人

47人

51人

74人

43人

92人

96人

82人

70人

72人

85人

74人

95人

残金総額99,644円は炊き出し代として全額使用

花見代として44,181円使用

花見代支出を含め、残金総額 計110,227円

収入（募金額）

19,130円　

53,687円　

21,351円　

46,684円　

35,423円　

105,157円　

61,165円　

58,666円　

112,914円　

63,423円　

98,051円　

76,165円　

86,000円　

117,900円　

92,149円　

支出（風呂券代等）

15,973円　

11,400円　

7,600円　

38,000円　

45,600円　

90,180円　

34,200円　

78,844円　

69,801円　

70,405円　

89,720円　

24,490円　

64,600円　

80,800円　

72,200円　

残金

3,157円

42,287円

13,751円

8,684円

10,177円

14,977円

26,965円

－20,178円

43,113円

－6,982円

8,331円

51,675円

21,400円

37,100円

19,949円


